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1.はじめに
1.1.問題点
日本漢文は,直 接用い られている古典中国語Dと 「補助 的」 に加 え られ
る訓読 日本語 とい う,言 語上2つ の性格 を持つ。 日本人の用いる古典中国語
に訓読がついてまわるとい うこの中国語 と日本語の並存問題 は,以 下の3つ
の差を生 む。
a訓 読日本語としては適格だが,古典中国語として不適格な場合
b古 典中国語 としての構造分析篇意味が訓読 日本語と異なる場合
c古 典中国語に無い情報が訓読日本語で加えられている場合
aは,い わゆる 「和臭」問題 と呼ばれるものであ り,bは 訓読の弊害 とされ
る問題である。それぞれも重要な問題ではあ るが,こ こでは3つ めを取 り上
げる。




この うち,iiに つ い て は,言 語 の 判 断 要 素(モ ダ リテ ィ)が"epistemic"
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(認識判断)な もの と"deontic"(義務判断)な ものに分かれるとす る場合,
中国語のそれが後者を中心 とするのに対 し,日 本語のそれが前者 を中心 とす
ることによる差が大 きい。 これ も興味深い問題 ではあるが,本 稿では,こ の
問題 は扱わず,iの 名詞句後置要素のなかで も,助 詞 「ハ」の問題 をと りあ
げることとする。
なお,中 国語 と日本語の並存 にともなう問題 として,組 み合わせの4番
めに 「訓読 日本語 に無い情報が古典中国語 としてはある場合」があ りうる。
具体 的には読 まない虚字などであるが,こ れは視覚情報 としては把握 されて
いるので,当 面の問題 には しない。
1.2.訓読の資料
資料 としては,ま ず中心的に,伊 藤仁斎(1627-1705)の漢詩 を用 いる。な
お,詩 句本文お よび訓読は,以 下の版本に記 されているものに従 う。
『古学先生詩集」〈天理図書館所蔵 歴代手沢本〉享保2年 版
(ぺりかん社 『近世儒家文集集成1」)
仁斎の漢詩を用いるのは,以 下の理由による。 まず,仁 斎の作品は稿本か
らの トレースが可能で,同 時代 的な訓読 をかな り正確に決定 しうることであ
る。上記の版本のほかに,稿 本である伊藤東涯編 ・林景苑筆の 『古学先生詩
集』〈天理図書館所蔵 林本 〉にも訓点が加えてあ り,本稿で も参考 とする。
これに加 えて,古 文辞学派以前 なので,訓 読 による作成お よび受容が比較的
重要視 されている時期の作品であること,漢 詩が,各 句の独立 性が高 く,デ
ィスコース上の要素を比較的に低 く押 さえられることtも 理由である。
以下の本論 中における統計 的な処理は,こ の伊藤仁斎の詩集である 『古学
先生詩集』巻1の142首,1184句 に対 して行 う。 さらにr用 例 としてはr
このほかに以下に示す ものか ら取 り上げる2}。
伊藤東涯 『紹述先生文集』宝暦11年 版(ぺ りかん社 『近世儒家文集集
成4』)
祇園南海 『南海先生文集」天明4年 版(汲 古書院 『詩集 日本漢詩1』)
新井白石 『白石先生余稿』享保20年?(汲 古書院 『詩集 日本漢詩1j)
服部南郭 『南郭先生文集初編』享保12年 版(汲 古書院 『詩集日本漢詩
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3』)
これらも,新 井 白石の ものを除 くと,版 本 での訓点付与が比較的明 らかな
ものであ り,同 時代的な訓読を決定 しやすい。 また}こ れ らの作品は,ほ ぼ
伊藤仁斎 と同時代 と認め うる。 よって,本 稿 は,近 世中期(17世紀後半か
ら18世 紀後半 まで)の 日本漢詩に見 える訓読 日本語の研究 ということにな
る。
1.3.結論
結 論 と して はt以 下 の こ と を示 す 。
(1)助詞 「ハ」は,格 関係 を示すことので きない名詞句 を持つ句・また
はリズム構造の くぎ りが変則的 な句 に対する 「統語」支配の代替 と
して,k主題」支配 を示すため に付与 される・
これは,以 下のような事情 であると考 える。つ ま り,古 典中国語では,位 置
とい う格形式が比較的 「ゆるい」格 を許すのに対 し,日 本語では,格 助詞 に
よる格パ ター ンが比較的固定的なので,格 助詞 を与 えられない名詞句は統語
的なコン トロールを持 たない。訓読 されたある日本語文がそのような不安定
さを持つ場合にfそ れで も,そ の不安定 な名詞句 を含めて1句 が形成 されて






に助詞 「ハ」が付与 される。 この うちaは ほぼ必須であるが,bとcは,必
要条件で しかない。いずれにしろ,こ の必要条件 は,そ のまま古典中国語 の
伝統的な 「主題」の定義 と重なる要件である。ただ し,こ れが必要条件であ
って,「ハ」で実現 されない ところがあることについては,デ ィスコース上
の語用論的条件が働 くと考えることがで きる。
なお,詩 句 を資料 とする本稿では,詩 とい う特性 から,こ の語用論的な条
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件 を加 えることが きわめて困難であ り,結 果的にそれを除いて分析すること
がで きる。それによって,「ハ」 の統語的な問題 に焦点を当てて整理するこ
とが可能 になると考える。
2.古典 中国語の主題 と日本語の助詞 「は」
2.1.格
古典中国語では,介 詞構造を除 くと,述語 の前後の 「位置」が 「格」 を示
す形式 となる。述語の 「前位置」 と 「後位置」 を形式 としての格 と認め3),
それぞれ 「Nl・N2」とし,い わゆる 「主述述句」をとる名詞句 を 「No」と
すると,古 典中国語の格形式パ ター ンは,以 下の ようになる。
(2)aNl述 語N2(N3)
bNoN1述 語N2
この2つ が,基 本的な 「位置」格である。 この うちaで 示 した 「N3」を
持つ二重対格句 は少ない。伊藤仁斎の詩集巻1で は,全 部で1184句の うち,
以下のような例の6句 のみであ り,比 率では約0.5%程度 に過 ぎない。
(3)a買 田京洛東南地=田 を買ふ京洛東南の地(『古学』1)
b寄 語洛陽小児女;語 を寄す洛陽の小児女(『古学』1)
よってほぼ(2)に示す 「No,Nl,N2」の3つ の位置 を考えればよいことに
なる。それぞれの 「位置」形式 に与 えられる訓読 日本語の助詞形式は以下の






ガ ヲ 二 斜格 嚇 ノ、 φ
No 0 0 Q 0 {} 107
Ni 0 1 6 n 70 ,568
N2 0 324 123 20 0 238
この表からは,各 「位置」形式に与 えられる助詞形式 について,以 下のこ
とを指摘 で きる。 まず 「No」は 「φ」が無標であ り,ま た 「Nl」も 「φ」
が無標である。つ まり 「前位置」は基本 的に助詞でマークされない。 これに
対 して,「N2」は 「ヲ」または 「二」でマークされ るのが無標である。「N2」
が 「φ」 になるのは,返 らない読みの場合である。 なお,「ハ」 は,す べて
「N1」に与えられている。これはいわゆる 「主述述語句」の最初の名詞句 に
「ハ」が与えられていないことを意味す る。 またs「N{}」がある時の 「N1」
は全て 「φ」でf「ハ」は加え られない。
2.2.対比 と主題
訓読 に与えられた 「ハ」は,対 句 に多 く用い られているように,対 比の効
果 を持 つことも確かであるが,対 比 は訓読 日本語 における 「ハ」使用 を・そ
れだけで決定するものではない。それは,以 下の ④ の例のように,対 句以
外の句 にも 「ハ」が用いられていること,お よび(5)の例のように,対 句で












船遠閑閑去=船 遠うして 閑閑として去 り
天長漠漠空=天 長うして 漠漠 として空 し(『古学」1)
風雨忽揺蒼樹色e風 雨 忽ち揺がす蒼樹の色




対比以上 に,「ハ」の機能 としては,主 題 という性格が強い と見 ることが
で きる。そ うみ なす ことが可能な根拠 としてはT「ハ」が加 えられる名詞句
の位置 を挙げることができる。 日本漢詩訓読での 「ハ」は,圧 倒的 に句頭が















句数 44 13 11 b 4 2 80
1字名詞 と2字 名詞を合わせると,句頭名詞句 に与えられた 「ハ」が,713
%と4分 の3近 くを占め る。 これに 「千峰の雨ハ」の ような修飾語付 きの
名詞 と,「志 を持するハ」 などの ような述語の前の位置 に置かれる準体句 を
合 わせ ると,90%以 上が句頭 である。接続句 の 「テハ」 を除 く例外は以下
に示す2つ のみである。aは 対比の後名詞 に与えた もの,bは 副詞 を前置 さ
せた ものである。
(6)al1Q下種麻縞外棘=縞 下 麻 を種ふAp外 は棘(『古学』1)
b夜 夜月従梢上過=夜 夜 月は梢上 より過 ぎ(「古学』1)
句頭位置は,そ れ以下の語句 と切 り離 され うる位置である。「ハ」がここ
に置かれるのは,そ れ以下の語句全体 に対応する位置 に置 く必要があるため
と解することがで きる。その場合,句 頭名詞句はそれ以下の語句 を評言 とす
る主題になる。
全部で80例 ある 「ハ」の うち,対 句が64例,つ まり32組の対句 に 「ハ」
が与えられている。伊藤仁斎 の詩集巻1の 対句 は全部で290組であ り,その
全てに名詞が1つ は含 まれているのでT「ハ」 を加 える可能性 が全 てにある
と仮定すると,「ハ」使用率は11.0%となる。これ に対 して,全 ての句頭名
詞句 に対する使用率は16.2%であ る。 ここか ら見て,「ハ」 の機能は,対 比
よ りは主題 としての性格 をより強 く持つ と考 えることがで きる。
ただ し,「ハ」使用が対句 と無関係 とい うわけではない。「句頭名詞句」 と
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いうほかに,「対句」 とい う条件が重なれば5),「ハ」は発動 されやす くなる。
だか ら逆に,対 句の比較的少 ない絶句 を納める巻2に は,「ハ」の用例が少
ない。
いずれに しろ,対 比的な意味 を十分に残 しつつ,句 頭の 「N1」名詞 にし
か加 え られないという点か ら判断 して,「ハ」は主題マーカー としての機能
を強 く果た していると考えることがで きる。
2.3,中国語の主題
rハ」 を主題マーカーとみ なした場合sつ ぎに問題 となるの は,そ れが古
典中国語 としての主題 と訓読 日本語 としての主題のいずれを示 しているのか
とい うことである。 ここでは,助 詞 「ハ」が古典中国語 の主題 とは一致 して
いないこと,い いかえればrそ れが訓読 日本語独 自の情報をになっているこ
とを検討す る。
古典中国語の主題 は,伝 統的にはr以 下の ように定義 される。
(7)迭難i醐 不慰 驕 的施馳 不駿 事 ・麟 是i醐 赫 存在白勺刈
象,柑是潤矯描絵,除 述,坪 沿的対象 是主題 揃乱(略)官 的凋
襯包括劫司和其 ピ ・ー切炎型的溜悟。下面我伯就看看亡的凋梧;5
以形容両或其短悟力凋濃的主題主橋句。..、以名同或其短f`J






単句 複句 主述構造述語句 名詞述語句
有題句 60(16.101・) 14(8.2x1・) 0(0.0°1・) 2(2.40/0}
無題句 312×83.9°/0}156×91.8°/0}107(goo.0°1・)80×97.6°/0}
fit
主題 「ハ」 を持つ有題句は,述 語が1つ である 「単句」が中心であ り,そ
れに2つ 以上の述語 を持 つ 「複句」の例がややあるだけで,主 述述語句 や名
詞述語句 では,(8)や(9)の例の ようにほとん どない。伊藤仁斎 の詩集巻1で












西山雨已収=西 山 雨 已に収まる(『古学』1)
幽径花開時自香=幽径 花 開きて 時に自ら香し(『古学』1)
銀渚露初結=銀 渚 露 初めて結ぶ(『南海』2)








⑧ の例の ように,主 語述語構造句 を述語 として持つ 「No」名詞句 は,古
典中国語 としての 「主題」であることが位置の上か ら明確であるので,訓 読
日本語 として も主題 をあらためて表示する必要がない ものである。古典 中国
語 としての位置情報 を視覚的に提示で きない音読の場合は,こ の位置 にrお
そ らく主題を示 しうる もう1つ のマーカーである 「停頓」が置かれるはずで
ある。また,(9)の例 のように,名 詞述語句 は,動 詞述語の ように複数の名
詞句 を項 として持 たないので,他 の格 との混乱がな く,日本語 としてやは り
あ らためて主題であることを表示する必要がない ものである。
こう した意味で,「ハ」 は,古 典中国語の典型的な主題 に対応す るもので
はない ということがで きる。
こう した伝統的 な主題 理解 は,基 本 的に主題 を句 の統語 レベルに置 いて
考えるものであるが,そ れ とはべつ に,主 題 を談話 レベルで とらえようとす
る もの もある。曹逢甫の研究(Tsao.1979,1987,1990など)で は,主 題 を
談話上の"topic-chain"から規定 している。
(11)Intwoofmypreviousworks(Tsao1978,1979)(略)itis













詩では,各 句の独立性が強 く,ま た一般的な結 びつ きではない"chain"が
形成 されている可能性が高いので,"topic-chain"による主題 を決定 しに く
い。 しか し,た とえば"topic-chain"からの要請が強いため 「後位置」か ら








旧伴新朋同謝遣=旧 伴新朋 同 じく謝し遣 り(『古学」1)
此情難尽書=此 の情 尽 く書き難 し(『南海』2)
此心擬借素書伝=此 の心 素書を借 りて伝へんと擬す(『南郭」4)
こうした点か ら見て,古 典中国語 としての主題に対 しては,訓 読 日本語で
は 「ハ」は与 えられてお らず,基 本的に無マーカーで しめ されていると考 え
ることがで きる。つま り,古 典中国語 としての主題 は,訓 読 日本語において
もa助 詞が付与 されない句頭名詞句 とい う無標の名詞句で示 される。 これが
主題 と主格の重 なった名詞句か,あるいは位置格 としての主格だけなのかは・
"t・pic-chain・'によって決定 される・詩の場合・対句 などを除 くほ とんど全 て
の句頭名詞句が,"topic-chain"による主題 と重 なると考 えて もかまわない。
これに対 して,「ハ」が付与 されるのは,有 標の主題 とい うことになる。そ




3,1.後置名詞句の分布 と一述語句にお ける 「ハ」の機能
では,こ の訓読 日本語のみの主題マーカー 「ハ」 は,ど の ような規則 で付
与 されるのか。その付与 には,統 語論的側面に関わる機能 とそれ以外の語用
論的な側面 に関わる機能がある。語用論的 なもの とは,音 律 ・字数 ・対句 に
関わるものであるが,本 稿では,こ の問題はひとまず置いてお く。いっぽ う,
統語論的側面 に関わる機能 とは,句 全体が1つ にコン トロールされることを
示す とい うものである。以下,こ の問題 を論ずる。
まず,次 の表は,伊 藤仁斎の詩集巻1の 各詩句 において,述 語 に後置 され
る名詞句の有無 と句頭名詞句 に与 えられる主題マーカーの 「ハ」 との関係 を
示す ものである。 なお,こ の表で,句 頭名詞句 の 「Nハ」 は,句 頭名詞句
に助詞 「ハ」 が与え られている もの,「Nφ」 は,句 頭名詞句 に何の助詞 も





N2有 り N2無 し 合計
N1ハ 53×88.3°ka) 7(11.7%) so
N1φ 230(59.Q°/o) 160(41.働) 390
無 262(94.鯛 14×5.1a/o} 276
合計 545 181 72fi
この表では,「N1」に 「ハ」が付与 される場合,約9割 が,述 語 に後置 さ
れる名詞句 「N2」を持つのに対 し,「Nl」が無助詞の場合 は,6割 程度 で し
かないことが示 されている。つ まり,句 頭名詞句 に 「ハ」が付与 されるか ど
うかは,述 語に後置 される名詞句の有無 と関係が強いことを意味する。
次 に,この述語 に後置 されている名詞句の 「格」関係 と,主題マーカー 「ハ」
との関係 を見 る。以 下の表5で ある。なお,こ の表で,述 語 に後置 される名
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詞句 の種類の うち,「N2ヲ ・二 ・斜」 とするのは,そ の名詞句 に 「ヲ」や
「二」などの格助詞があたえられたもので,「斜」格 は,「ト,ヨ リ」のほか,
名詞 に後接する 「ごとし」 に接続す る 「ガ ・ノ」 を加える。「N2φ(主 ・対
格)」とするのは,後 置 名詞句 に,実 際 には格助詞が出現 していないが・意
味の上から 「ガ,ヲ,二 」の3種 類 の格助詞のいずれかを補 うことが可能 な
ものである。この うち 「二」は,必 須項 を示す 「二」のみ とす る。また 「ガ」
はs「有無」など存現動詞の主体 となる ものである。「N2φ(他 ・無格)」と
するのは,後 置名詞句 に格助詞が出現 してお らず,か つ 「ガ,ヲ 」お よび必
須項 を示す 「二」の3つ の格助詞のいずれをも補えない ものである。無理 に
格助詞を出現 させ ようとすれば,「デ」や 「二」 などが可能 になる場合 もあ
るが,す べて訓読文 としては不安定 または不適当な ものであ りsそ れ以外の





N2ヲ ・二 ・斜 N2φ(主 ・対 格) N2φ(他無 格) 合計
Nlハ 2241..5°/a) 7(13.2°/c)) 2445.3°/0} 53
Nlφ 147×63.9°/a)73×31.7°/n) 10(4.3°1・) 230
無 154(57.3'/0)9235.1≪lo} 20(7.6°10) 2fi2
合計 319 172 54
この表は,句 頭名詞句に 「ハ」が付与 されている場合,「N2」の半数近 く
が,「ガ,ヲ 」 または必須項 を示す 「二」 といった格助詞でマークされてい
ないばか りでな く,潜 在的にもそれ らの助詞 を補 うことがで きない ことを示
している。いっぽ う,句 頭名詞句 に何 も助詞が加 えられていない場合,あ る
いは句頭名詞句がない場合の後置名詞句 について見 ると,そ の ような形式上
の格を与えに くい名詞句 は,1割 に満たない。
上の表で 「N2φ(主 ・対格〉」に分類 される詩句が 「172」もあるように,
助詞のない 「N2φ」 も,基 本的には,「ヲ」 または 「二」を与 えることがで
きる。た とえば,「空開桑戸口」 は,版 本に与 えられた訓点 に従 えば,「空 し
く開 く 桑戸の口」 と訓読す るが,こ れを 「空 しく桑戸のロ ヲ開 く」 と訓読
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することも可能である。
ところが,そ うした 「ヲ」や 「二」を与 えられない名詞句が述語 に後置 さ
れている場合 もある。たとえば,次 の例である。
(12)終日経過雨鐸時=終 日経過すmる る時(r古学』1)
この場合,「経過」 に後置 されている名詞句は 「雨舞時」である。「終 日が
過 ぎてい き,雨 がやっと晴れる時になった」 とい う意味であると考 えられる
が,「雨霧時」はs動 詞 「経過」 に対 して,「二」 などの格助詞で関係付 ける
ことがで きない。
こうした後置名詞句 は,意 味的には 「主体」「時」 「所」「その他」に分 け
られる。そ して,こ う した名詞句があ り,か つ句頭に も名詞句がある場合に
は,(12)の例 のように,何 も助詞が与えられない例 もあるがsそ の多 くで,
句頭の 「Nl」に 「ハ」が与えられる。







風軽曾点服=風 は軽 し 曾点が服(『古学』1)
月微東嶺雲=月 は微なり 東嶺の雲(『古学』1)
首翅重畳士峰雪=首 は翅 く重畳たる士峰の雪(『古学』1)
雪霧千峰兼万墾=雪 は舞る 千峰と万墾 と(『古学』1)
これ らの 「一川の風」 「曾点が服」 「東嶺の雲」「重畳たる士峰の雪」「千峰
と万墾 と」 といった後置名詞句 は,そ の前の述語句の示す 「月が白い」「風
が軽い」「月が微かだ」 「首をあげる」「雪が晴れる」 といった事態 に対 して,
状況や原 因を述べ るものであ る。これらの名詞句 に 「デ」や 「二」 といった
助詞 を無理に入れるのは,訓 読 日本語 としては適当でない。その意味でこれ
らの名詞句 は形式上の格 を表面的にも潜在的にも持てない。
この種類の名詞句は,伊 藤仁斎の詩集巻1に11例 あるが,そ のうちの10
例は,句 頭名詞句 に 「ハ」が与 えられている。例外は次の1例 のみである。
(14>征馬休噺士峰雪=征 馬噺 くこと休め よ士峰の雪(『古学』1)
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つ ぎに,意 味的 に 「主体」 を示すのは,以 下の例の ような,「ノ」 を介 し











これ らの 「新楊柳」「三花 また五英」「庖氏新 たに裁 ちたる,.ｺ」「易 を好 む李
之才」は,そ れぞれの句頭名詞句 と,「新楊柳 ノ枝」「発 ノ(中 ノ)三 花 また
五英」「盤 ノ(上 ノ)庖 氏新たに裁ちたる鰭」 「易を好 む李之才 ノ髪」 といっ
た意味関係 を持 ちうる。 しか し,動 詞に後置 された名詞句 に,事 態の主体 を
示すrガ 」や 「ノ」 といった助詞 を与えることは丁訓読 日本語 としてで きな
いので,こ れ も形式上の格関係 を持てない名詞句 となる・
動詞に後置 されるのが こうした 「主体」 を示す名詞で,か つ句頭名詞句が
ある例(た だ し,「有無足乏多」 など存在 を示す存現動 詞は除 く)は,伊 藤














乍 ち収 まる 千瞳 の雨(r古学』1)
残 りの 「時」 と 「所」 を示す名詞句 には,「二」 を与 えることが可能であ
るが,伊 藤仁斎の詩集で実際に 「所名詞」に 「二格」が与 えられているのは,
「入 る ・上 る」 といった移動動詞の 目的地か 「坐す ・生ず」 といった動作結
果を含意す る動詞の存在場所であって,以 下の例の ようなその事態が関与す







?? 墓古清閑山寺中=墓 は古る 清閑山寺の中(『古学』1)
月満露垂時=月 は満つ 露の垂るる時(『古学』1)
雨湿新篁解簿時=雨 は湿す 新篁簿を解する時(『古学』1)
動詞 に後置 されるのが 「時」名詞および 「所」名詞で,か つ句頭名詞句があ














「ハ」 の与え られた句頭名詞句 は,主 題 として,そ れ以下に述べ られる句
に対応す る。一般的に主題 に対応す る句は複数からな り,そ れが談話単位の
つ らな りとなって"topic-chain"構造を作る。しか し,詩においては,"tOPIC-
chain"としての談話単位は1詩 句 ごとに形成 されやすい。そのため,句 頭
の 「ハ」名詞句 は,1詩 句 を,詩 における実質的な1"topic"単位 としてま
とめるとい う機能を持つ。つま り,句末 までをコン トロールするとい う機能
を持つのである。
通常,日 本語 における句 のコン トロールは,述 語 と格助詞 との関係 によっ
て形成 される。 しか し,漢 詩の訓読 日本語 においては,上 に見たように,こ
うした格助詞 による統語的な関係 を表面的にも潜在的にも保持 し得ない場合
がある。そうい う場合に,格 パ タ0ン が とれない名詞句が述語の後 に存在 し
たとして も,そ の名詞句 を含めて1つ の単位の支配下 にあることを示すため
に,「ハ」の談話単位 コン トロール機能が用 いられるのである。
これが漢詩の訓読 日本語 における 「ハ」の機能である。「ハ」 は,句 全体
を談話単位 として コン トロールすることによって,日 本語 と しては格助詞 を
用いて統語的 にコン トロールで きない句 に,代 理的に1単 位 としての支配関
係 を与えているのである。 これは他の詩人の漢詩 における 「ハ」の用例で も
基本的に同 じである。
(20)a詩驚項玖輝=詩 は驚 く 瑳玖の輝(『紹述』22)
b才 高青理鳳j麟器=才 は高 し 青預 鳳麟の器(『紹述』24)











Vw.詩句の くぎりと2述 語句 にお ける 「ハ」の機能
ここまで見て きた句全体への コントロールとい う機能はf比 較的に構造の
単純 な1述 語の句 を典型的な例 とした。 しか し,こ のことは また2述 語句な
どのやや複雑な構造 を持つ句の くぎりの問題 とも関わる。
漢詩は,7言 詩の場合は 「2字__..字一3字 」の リズムを,5言 詩の場合
は 「2字 一3字 」の リズムを基本的な くぎりとする。そ してこの くぎ りは,
句 としての統語 と関わる。た とえば,「勤竹扶持新細茎」が,「勤竹 扶持す
新細茎」 と2-2-3に くぎって訓むことで,格 助詞 を与 えな くても 「主格
名詞句 一述語一目的格名詞句」であることを示す ようにである。
しか し,こ うした くぎりが明確でない場合 もある。そ うしたときに,く ぎ
りの リズムで確保 されない句全体の統語 的なまとまりを,「ハ」の談話単位







この(21)aでは,4字 めが 「非」 とい う 「縁市近」を否定する助辞であ り,
bで はやは り4字 めに 「被」 とい う受動の助辞がある。通常の絶句では4字
めと5字 めの間に くぎれがあるが,こ れらの詩句では,そ こで切ることがで
きない。4字 めの助辞がその直後の5字 めの述語動詞 と,訓 読 した際に直接
関わるからである。
無マ・一カーの句頭名詞 は,そ の直後の述語 に対 して主格 として関わること
を示すので,も し上の(23)の例の句頭名詞句 に 「ハ」 を置 かなければ,「幸
非」や 「免被」が 「兼味」や 「戯蝶」 という主格名詞句 に対する述語 として
読 まれなければならないことになる。それは,「非」 や 「被」が直後の5字
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めの述語動詞 と切 り離 されることにな り,意 味上不適当である。
よって,「兼味」 「戯蝶」の後に 「ハ」 を置 いて,こ の詩句が末尾 まで1命
題であることを示す必要がある。それによって,2-5ま たは2-1-4と
い う変則的な くぎれが,適 当なものとして認可 されることになる。
実際上,仁 斎詩集巻1に ある80の 「ハ」用例か ら,4例 の接続形 「テハ」,
2例 の名詞述語文の主語 に与え られた 「ハ」,6例 の主格位置 に置かれた準
体句 に与 えられた 「ハ」 を除いた残 りの68の 「ハ」用例の うち・33例は・
「くぎり」問題 を解決 して1句 全体への コン トロールを保つ ための 「主題」
提示 となっている。
この変則的な くぎりをもたらす ものは,(21)で見た ような後3字 が述語 と
名詞句 か らなっているもの(伊 藤仁斎の詩集巻1で は6例)の ほか に,結
果構造を持つ もの(同14例),介 詞構造 を持つ もの(同6例)・ 連体修飾節
があるもの(同5例),そ の他の もの(同2例)で ある。述語が2つ 以上あ
る場合には,構 成が変則的にな りやすい。これらの33例 の うち,「2-2-
3」に分 けられない ものは,31例に上 る。
まず,結 果補語の例である。
(22)a妻裁春服成=妻 は春服を裁 して成 る(『古学』1)
b寒 浪遥揺楚山動 二寒浪は遥 に楚山を揺 して動 き(『古学』1)
(22)のaで「妻」 に 「ハ」 を与 えない と,「妻裁 して・春服成 る」 とい う2
事態の並列の意味になる。結果的には似た意味であるが,妻 の仕事が終わっ
た,と い う結果補語の意味 は出ない。bも 同 じで,「寒浪」 に 「ハ」 を与 え
なければ,「寒浪遥に揺 し,楚 山動 く」 とな り,や は り並列になる・
これは,句 頭名詞句が1字 名詞であるために,「(2-)2-3」というくぎ
りが不安定 になるか らである。同 じ結果補語 を持つ句で も,句 頭名詞句が2
字であれば,そ うならない。以下の(23)である。
(23)小旛勢繰畢=小 旛 線 を勇 りて畢 はる(「古学』1)
結果補語 を持つ詩句で,句 頭名詞句がある場合に,「ハ」が与えられない
のは,す べて,「(2-)2-3」くぎりになっているものである。
介詞構造 も同 じ問題 を持つ。以下の(24)の 「天」 に 「ハ」が付与 され・
(25)の「龍」 に付与 されないのは,前 者が4-1の くぎりを要求 しいるのに
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対 し,後 者が4-3と い う自然 な くぎりを要求す るか らである。「天」 に
「ハ」 を与 えず に,無 マーカーの まま 「向」 にだけ位置主格 と して関わ らせ
た場合,「天が向か う,そ して海門が開 く」 とい う読みが(意 味的な適合性
は別に して)2-3と い う自然 な くぎ りか ら成立 しかねないか らである。
(24)天向海門開e天 は 海門に向いて開 く(『古学」1)
(25)龍向地中猶 自蟄 し=龍 地中に向いて 猶 ほ自ら蟄 し(『古学」1)
連体節 を持つ句 も同 じである。以下の(26)は「ハ」が与 えられた句,(27)
は与 えられてい ない句であるが,く ぎりが異なる。
(26)携厨人傍池辺樹=厨 を携る人は 池辺の樹に傍 ひ(『古学』1)
(27)手栽花草漸生成=手 から栽うる花草 漸 く生成す(『古学J1)
こうしたやや複雑 な構造 の旬 は,く ぎりも変則的になる可能性がある。漢
詩の訓読 においては,く ぎりが統語的な支配の機能 に関わっている。変則的
な くぎりはそれを示す ことがで きなくなる。 よって,代 理的に主題 によるコ






漢地宮懸倦掌起=漢 地の宮は 倦掌を懸けて起 り(「南郭j4)
雲從音羽山頭起=雲 は 音羽山頭より起ち(『紹述』24)
龍虎気蒸槍海湧=龍 虎の気は 澹海を蒸 して湧 き(『白石」2)
彩射毫光直=彩 は 毫光を射て直し(『南海」2)
3.3.例外の議論
以上の統語的な機能は,「ハ」付与 をある程度決定す るが,完 全ではない。
「ハ」付与 は,格 統合の ような完全 な統語論的手続 きではないので,語 用論
的に左右 されるからである。
その最大の要素は,音 律上の問題である。句頭名詞句が1字 名詞である場
合,訓 読和語は2音 節程度が多いので12字 の音読漢語 と比べる とs1～2
モーラ分少 ない。 この不足感 を 「ハ」が埋めると考 えることがで きる。実際
上,句 頭名詞句 に 「ハ」が与えられる場合,8割 程度が1字 名詞句であ り,
2字名詞句 は2割 をやや越 える程度である。
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前節 まで論 じて きた統語論的な機能は,こ の1字 名詞 とい う条件 と重なる
ことで,発 動 されやす くなる。このこ とか ら逆 に,前 節 までの議論の例外 と
なるのが,こ う した音律の要素による と考 えることがで きる。以下 は,2字
名詞なのでr「ハ」が付与 されなかったと考えられる例である。
(29)a風光易老維陽春e風 光老い易 し 誰陽の春(『古学』1)








さらに,音 律的な問題以外 に,格 関係を持てない名詞句 を主題の 「ハ」が
支配 しているとすると,句 頭名詞句がない句が問題になる。 この例外に関 し
ては,「ゆるい」連体節 的な理解が オーバーラップ して支配 を加えていると
考 えてお く。たとえば,次 の例 である。
(31)空掻短髪武江雲e空 しく短髪を掻 く 武江雲(『古学』1)
この例では,述 語後置名詞句が格 としては不安定であるが,句 頭 に名詞句
が無いので,「ハ」が加 えられない。 ただ し,こ の句 は全体 として 「空 しく
短髪を掻 く,そ うい う江戸あた りの雲(の 風景)で ある」 とい う連体修飾句
的 な理解が可能である。少 な くとも訓読 した ときの統語的な印象は,「細細
たる窓前の雨」 と同 じような連体修飾句 と近いと感 じられる。 よって,統 語
的に不安定で も1句 としてのまとまりを確保で きる ものである と考える。
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4.ま と め
「ハ」 は,句 に統合 性を与 えるために用いられている。
句の統合的な構造は,日 本語の場合,動 詞 と名詞句の格によって選択的 な
関係 として作 られる。 しか し,漢 詩 を訓読する場合,適 当な格 を与え られな
い場合がある。 また,漢 詩 においては,く ぎりとい うリズムがゆるやかな統
合性 をもた らしているが,訓 読 した場合,文 法の再分析 によって不可能な場
合がある。




1)い わゆ る古漢 語,ArchaicChinese,古文 であるが,時 代 的 に古代 に用い られ
た もので はな く,文 体 と してのそれ を指す意 味で 「古典中国語」 とい う用語 を
用い る。
2)引 用例 句は,古 典 中国語 としての5言7言 の形 を まず示 し,そ の後 に 「=」で
つ ないで訓読 された形 を示す。最後 の()内 の 『 』は出典 となる作品集名,
その後 の数字 は巻数であ る。出典 は以 下の略号 で示す。
『古学』～伊藤仁 斎の 『古 学先 生詩集』 『紹述』～伊藤東 涯の 『紹述先 生文集』
『南海』～祇園南海の 『南海先 生文集』 『白石』～新井 白石の 『白石先 生鯨稿』
『南郭』～服 部南郭の 『南 郭先 生文集初編』
3)形 式上 の格 と して,「前位置 」 を 「主 格」,「後位 置」 をを1対 格」 と呼ぶ こ と
も可能 である。
4)斜 格には 「ト ・ヨ リ」のほか,名 詞 に後接す る 「ご としiに 接続す る 「ガ ・ノ」
を加 えた。
5)こ のほか に,後 述す る 「1字名詞であ るこ とに よる くぎ りの不安定化 」 と 「音
律 の調整」 といった条件 も関与す る。
6)句 頭名詞句 に 「ハ」以外 の助詞が与え られた詩句(「ヲ」が1例,「 二」が6例)
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